
畑ワサビ 
 

使用産地：島根県、山口県 

 

使用目的： 

ワサビは植物の中でも、連作の影響を強く受けやすい作物です。そのため、微生物層の

改善・物理性の改善を目的にコフナの使用をお勧め致します。 

 

使用方法： 

ワサビ栽培終了後、可能であれば緑肥(ソルゴーなど)を栽培し、 

その後コフナ・ソーラー法を実施。 

※コフナ使用量 １５～３０袋／１０a 生育の安定度に合わせて変化させてください。 

注意点：連作を続けて収量が栽培１～２年目と比較して大きく減った段階でコフナ・ソ

ーラー法を実施した場合、初年度は大きく改善することがあります。その場合、

翌年度から肥料不足により収量が減少することが報告されております。肥料設

計に関しては、土壌分析に基づき施肥をお願い致します。 

<島根県> 

 

例１ 緑肥 コフナ・ソーラー法

● ●

収穫 （収穫終了後順次緑肥を播種） ※コフナを投入 定植

　堆肥と共に

例２ 緑肥 コフナ・ソーラー法

● ● ●

作型、土質に合わせて体系を変化させてください。詳細は、販売店もしくは弊社まで
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 ☆参考☆ 

セイヨウワサビについて 

※場所によってはヤマワサビとも 

                               

主要な産地：島根県、岩手県、北海道 ※良く知られている本わさびは、静岡・長野 

 

栽 培 方 法：６月から１０月まで、梅雨時期以外は定植可能 

（岩手県） ２年から２年半かけて栽培する 

      島根県では１年で収穫可能だが概ね 2年 

 

栽 培 適 地：山の斜面（日陰を好むため立木は適度に残す。 

 

栽培の問題点： 

① 栽培適地を見ての通り、山の斜面となるために、機械作業はよほど条件の良

いところ以外では不可能。そのため手作業出来る範囲でのみ可能。 

売上の内１／３は人件費となる。 

 

 

 

 

 

 

 

② 連作障害 

栽培初年度は、当然ながら地力もあり栽培可能であるが、２回目以降（初年

度から３年目）は、化成肥料だけでの栽培では収量減・病害虫の害が多くな

る。 

       病気？この部分は出荷不可 

 

しかし、優良有機質を散布すると症状・ 

収量とも改善する。 

 

コフナの使用方法：収穫後 コフナ／５袋   

遅くとも定植までに１ヶ月以上前に使用することが良い。 
 

 

 

 

 


